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＜活動内容＞自分で作った色で絵を描いてみよう。 

 

＜準備品＞模造紙、絵の具（青、赤、黄色、白）プラコップ、スプーン、筆、バケツ、雑巾、テーブル 

 

＜活動の流れ＞色の組み合わせでどんな色ができるか、考えたり、講師の先生が色を作るのを見る。 

その後、自分のカップに好きな色を選び入れ色ぐくりをしてみる。作った色で、大きな模造紙に好きな絵を描いていく。 

 

＜子どもの様子＞どうやったら作りたい色ができるか考えながら色を混ぜたり、好きな色を混ぜてみる子もいる。大きい模造紙に大きく絵を描き、 

一度作った色をもう一度作ってみる子もいる。友だちと作った色を見せ合ったり、同じモチーフの絵を描くことを楽しむ。 

 

＜子どもの声＞ 

「青と赤で紫になるんだよ！」「こんな色できた」「同じ色混ぜたのになんか違う色」 

 

＜振り返り＞ 

色を混ぜて、新しい色を作ることを繰り返し楽しんでいた。できた色で描くモチーフを考えたりお友だちの絵に合わせた絵を描き足したり、色んな子ども

同士の関わりも見られた。また、筆とカップを洗うバケツの水の色がどんどん変わっていく様子に興味を示す子も多かった。 

 


